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1 

      龍
翔

萬
年

春
 

    昭
和

五
十

八
年

よ
り

檀
信

徒
の
皆

さ
ま

に
仏

さ
ま

、
お

大
師

さ
ま

の
教

え
や

寺
行

事
等

お
伝

え

す
る

目
的

で
毎

年
二

回
発

行
し

て
ま

い
り

ま
し

た
こ
の
法

光
新

聞
が

今
回

で
六

十
号

と
な

り
ま

し
た
。
 

ま
た

現
住

職
が

森
泉

寺
山

主
に
着

任
し

て
今

年
で
三

十
年

、
還

暦
を

迎
え

る
年

と
も

な
り

、
そ

の
間

檀
信

徒
の
皆

さ
ま

に
は

格
別

の
ご

厚
情

、
ご

協
力

を
賜

り
有

り
難

く
存

じ
て
お

り
ま

す
。
 

草
木

の
生

い
茂

る
山

の
古

寺
で
あ

っ
た

の
が

、

今
は

客
殿

、
境

内
整

備
も

成
さ
れ

、
三

十
年

前
と

は
見

違
え
る
ほ

ど
に
な

り
ま

し
た

。
訪

れ
る
方

々

も
「
表

参
道

の
階

段
を

上
り
山

門
を

く
ぐ
る
と

パ

ッ
と

広
い
空

が
開

け
て
、
綺

麗
な

庭
が

見
え

て
気

持
ち

が
良

い
」
と

か
、
「
本

堂
や

大
悲

殿
の
仏

さ
ま

の
前

に
座

る
と

心
が
安

ら
ぐ

」
と

の
声

も
い
た

だ

き
ま

す
。
 

こ
れ

か
ら

も
お

寺
が
皆

さ
ま

の
心

の
拠

り
所

、

憩
い
の
場

と
な

る
よ

う
、
ま

た
仏

さ
ま

に
親

し
ん

で
い
た

だ
け
る
よ

う
に
努

め
て
参

り
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。
 

皆
さ
ま

に
と

っ
て
新

年
も
良

い
年

で
あ

り
ま

す

よ
う
心

か
ら

お
祈

り
申

し
上

げ
ま

す
。
 
 
合

掌
 

      初
観

音
厄

除
初

観
音

厄
除

初
観

音
厄

除
初

観
音

厄
除

けけ けけ
祈

願
祈

願
祈

願
祈

願
・・ ・・ 撥

遣
供

養
撥

遣
供

養
撥

遣
供

養
撥

遣
供

養
    

平
成
二
十

平
成
二
十

平
成
二
十

平
成
二
十
四四 四四
年
一
月
十

年
一
月
十

年
一
月
十

年
一
月
十
八八 八八
日日 日日
(( (( 水水 水水

)) )) 午
前
八
時

午
前
八
時

午
前
八
時

午
前
八
時
～～ ～～
    

ご
本

人
に
来

山
い
た

だ
き

、
本

堂
で
祈

願
の
後

、

木
札

を
授

与
致

し
ま

す
。
 

（
申

込
締

切
…
一

月
十

日
） 

◎
厄

除
厄

除
厄

除
厄

除
け
ご

け
ご

け
ご

け
ご

希
望

希
望

希
望

希
望

のの のの
方方 方方

は
申

込
用

紙
に
ご

記
入

の
上

、
お

寺
に
お

申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

◎
当

日
、
ご

本
人

の
都

合
が
つ
か
な

い
場

合
は

ご

希
望

の
日

時
を

お
早

め
に
ご

予
約

く
だ
さ
い
。
 

◎
ご

家
庭

に
古

い
御

札
、
御

守
、
お

飾
り

な
ど

ご

ざ
い
ま

し
た

ら
、
当

日
ま

で
に
お

寺
に
お

持
ち

い
た

だ
き

、
本

堂
前

の
御

祓
箱

に
お

納
め

く
だ

さ
い
。
 

【【 【【 撥
遣
供
養

撥
遣
供
養

撥
遣
供
養

撥
遣
供
養
と
は

と
は

と
は

と
は
？？ ？？
】】 】】     

当
寺

で
は

本
堂

前
に
祭

壇
と

炉
を

設
け
、
古

い

お
飾

り
や

御
札

を
お

焚
き

上
げ
し
ま

す
。
ど

こ

の
寺

社
の
も
の
で
も

受
け
付

け
て
は

い
ま

す
が
、

本
来

は
や

は
り
授

か
っ
た
と

こ
ろ
に
御

礼
か
た

が
た
お

返
し
に
参

る
の
が
本

義
で
す

。
 

 
ま

た
、
仏

壇
等

に
何

年
も

前
に
授

か
っ
た

御
札

が
埃

を
か
ぶ

っ
て
祀

ら
れ

て
い
る
の
は

粗
末

に

な
り
ま

す
の
で
、
お

断
り
を

し
て
お

持
ち

く
だ

さ
い
。
御

札
や

御
守

は
そ
の
も

の
が
仏

さ
ま

や

神
さ
ま

の
寄

り
代

（
魂

の
宿

る
所

）
で
す

。
一

年

ご
と

に
新

し
い
も
の
に
変

え
る
と

良
い
で
す

し
、

願
い
が

叶
っ
た

り
、
身

代
わ

り
に
な

っ
て
破

損

し
た

り
し

た
と

き
も

感
謝

の
心

で
撥

遣
供

養

す
る
必

要
が
あ

り
ま

す
。
 

節
分

星
祭

節
分

星
祭

節
分

星
祭

節
分

星
祭

りり りり
祈

祷
祈

祷
祈

祷
祈

祷
    

平
成
二
十
四
年
二
月
三
日

平
成
二
十
四
年
二
月
三
日

平
成
二
十
四
年
二
月
三
日

平
成
二
十
四
年
二
月
三
日
（（ （（ 金金 金金

）） ））     

本
堂

に
北

斗
曼

荼
羅

を
懸

け
、
供

物
壇

を
設

け

て
申

込
者

の
御

札
を

一
体

、
一

体
、
各

願
望

を
祈

念
し
、
修

法
致

し
ま

す
。
御

札
の
準

備
も
あ

り
ま

す
の
で
、
一
月
十
八
日

一
月
十
八
日

一
月
十
八
日

一
月
十
八
日
（（ （（ 初

観
音

初
観
音

初
観
音

初
観
音
）） ）） ま

で
ま
で

ま
で

ま
で
に
祈

願
料

を
添

え
、
お

申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
 

彼
岸

会
彼

岸
会

彼
岸

会
彼

岸
会

    
水

子
供

養
水

子
供

養
水

子
供

養
水

子
供

養
    

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
日
    

春
の
お

彼
岸

の
中

日
に
本

堂
に
て
お
勤

め
の

後
、
供

物
、
経

木
塔

婆
を

境
内

の
水

子
地

蔵
尊

に

お
供

え
し
、
ご

供
養

致
し
ま

す
。
ご

一
緒

に
来

世

の
幸

せ
な

生
縁

を
祈

り
ま

し
ょ
う
。
 

 

仏
教

仏
教

仏
教

仏
教

のの のの
三

大
行

事
三

大
行

事
三

大
行

事
三

大
行

事
    

◆◆ ◆◆
仏仏 仏仏
生生 生生
会会 会会
    
花
祭

花
祭

花
祭

花
祭
りり りり
（（ （（ 四

月
八
日

四
月
八
日

四
月
八
日

四
月
八
日
）） ））     

 
 
お

釈
迦

さ
ま

が
誕

生
さ
れ
た
日

。
 

◆◆ ◆◆
成
道
会

成
道
会

成
道
会

成
道
会
（（ （（ 十

二
月
八
日

十
二
月
八
日

十
二
月
八
日

十
二
月
八
日
）） ））     

 
 
お

釈
迦

さ
ま

が
悟

り
を

開
か
れ
た
日

。
 

◆◆ ◆◆
涅
槃
会

涅
槃
会

涅
槃
会

涅
槃
会
（（ （（ 二

月
十
五
日

二
月
十
五
日

二
月
十
五
日

二
月
十
五
日
）） ））     

 
 
お

釈
迦

さ
ま

が
入

滅
さ
れ
た
日

。
 

当
山

で
も

お
釈

迦
さ
ま

に
ご

法
楽

を
あ

げ
て
お

り
、
花

祭
り

に
は

甘
茶

掛
け
。
涅

槃
会

の
月

の
二

月
に
は

客
殿

に
涅
槃
図
二
幅
を
懸
け
て
お
祀
り
致
し
ま
す
。
 

行行 行行
    

事事 事事
    

予予 予予
    

定定 定定
    

平
成
二
十
三

平
成
二
十
三

平
成
二
十
三

平
成
二
十
三
年年 年年
    

十
二

月
三

十
一

日
十

二
月

三
十

一
日

十
二

月
三

十
一

日
十

二
月

三
十

一
日

(( (( 土土 土土
)) )) 除

夜
除

夜
除

夜
除

夜
のの のの
鐘鐘 鐘鐘

【【 【【 福
引

福
引

福
引

福
引

き
・

き
・

き
・

き
・ 接

待
接

待
接

待
接

待
】】 】】 

（午
後

十
一

時
五

十
分

～
午

前
一

時
半

） 

平
成
二
十
四

平
成
二
十
四

平
成
二
十
四

平
成
二
十
四
年年 年年
    

一
月
十
八

一
月
十
八

一
月
十
八

一
月
十
八
日日 日日
(( (( 水水 水水

)) ))     
初
観
音

初
観
音

初
観
音

初
観
音
厄
除
祈
願

厄
除
祈
願

厄
除
祈
願

厄
除
祈
願

（午
前

八
時

～
）     

撥
遣
供
養

撥
遣
供
養

撥
遣
供
養

撥
遣
供
養

（午
前

九
時

～
） 

    

総
代
会

総
代
会

総
代
会

総
代
会

(午
前

十
一

時
半

～
) 

一
月
十

九
日
(木

) 
 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

一
月
二

十
二

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

二
月
中
 
 
 
 
 
 
涅
槃
図
公
開

涅
槃
図
公
開

涅
槃
図
公
開

涅
槃
図
公
開
 

二
月
三
日

二
月
三
日

二
月
三
日

二
月
三
日
(( (( 金金 金金

)) ))  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
節
分
星
祭

節
分
星
祭

節
分
星
祭

節
分
星
祭
りり りり
祈
祷

祈
祷

祈
祷

祈
祷
    

二
月
十

八
日

日
(土

) 
観

音
会

（午
前

八
時

～
） 

二
月
二

十
三

日
(木

) 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

二
月
二

十
六

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

三
月
十

八
日
(日

) 
 
観

音
会

（午
前

八
時

～
） 

三
月
二
十

三
月
二
十

三
月
二
十

三
月
二
十
日日 日日
(( (( 火火 火火

)) ))     
彼
岸
会

彼
岸
会

彼
岸
会

彼
岸
会
水
子
供
養

水
子
供
養

水
子
供
養

水
子
供
養

（午
前

八
時

～
）     

三
月
二

十
二

日
(木

) 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

三
月
二

十
五

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

四
月

四
月

四
月

四
月
四四 四四
日日 日日
(( (( 水水 水水

)) )) ～～ ～～
六六 六六
日日 日日
(( (( 金金 金金

)) )) 西
国

西
国

西
国

西
国
巡
拝

巡
拝

巡
拝

巡
拝
(近

畿
)     

四
月
八
日

四
月
八
日

四
月
八
日

四
月
八
日
(( (( 日日 日日

)) ))  
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
花
祭

花
祭

花
祭

花
祭
りり りり
【甘

茶
接

待
終
日
】 

四
月
十

八
日
(水

) 
 
観

音
会

（午
前

八
時

～
） 

四
月
二

十
六

日
(木

) 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

四
月
二

十
八

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

五
月
十

八
日
(土

) 
 
観

音
会

(午
前

八
時

～
) 

五
月
二

十
四

日
(木

) 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

五
月
二

十
六

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

六
月
十

八
日
(月

) 
 
観

音
会

(午
前

八
時

～
) 

六
月
二

十
一

日
(木

) 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

六
月
二

十
三

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

七
月
十

八
日
(水

) 
 
観

音
会

（午
前

八
時

～
） 

七
月
二

十
六

日
(木

) 
写

経
会

（午
前

九
時

半
～
） 

七
月
二

十
八

日
(日

) 
写

経
会

（午
前

八
時

～
） 

※
都

合
に
よ

り
変

更
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
 
 

清
 

蓮
 

山
 

森
 

泉
 

寺
 

 
℡

（０
８

６
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９
８

‐１
９

７
２

 
 

 

 
〒

７
１

０
‐１

３
１

２
 

 
 

倉
敷

市
真

備
町

辻
田

一
一

六
二

 

 
 

真 言 宗 御 室 派 

法
 

光
 

新
聞

「法
光

」は
檀

信
徒

の
皆

様
に

当
山

の
活

動
を

お
知

ら
せ

す
る

と
共

に
弘

法

大
師

の
御

教
え

を
分

か
り

や
す

い
言

葉

で
お

伝
え

す
る

目
的

で
発

行
し

ま
す

。
 

 

◆
除

夜
の
鐘

・・・ご
家

族
皆

さ
ん

で
お

参
り
く
だ
さ
い
。
福

引
が
あ

り
ま

す
。
（
先

着
順

）甘
酒

、
ゆ

ず
湯

も
お

接
待

し
て
い
ま

す
。
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子子 子子
ど

も
ど

も
ど

も
ど

も
練

成
会

練
成

会
練

成
会

練
成

会
    
七

月
二

十
六

七
月

二
十

六
七

月
二

十
六

七
月

二
十

六
日日 日日

～～ ～～
二

十
七

二
十

七
二

十
七

二
十

七
日日 日日
    

今
回

は
町

内
外

二
十

四
名

の
参

加
で
瞑

想
、
写

仏
、
灯

篭
作
り
、
茶
道
体
験
な

ど
行
い
ま
し
た
。
 

 

～
・～

・～
感感 感感

    
想想 想想

    
文文 文文

    
のの のの

    
紹紹 紹紹

    
介介 介介

～
・～

・～
    

初
体
験
し
た
こ
ぼ

ん
さ
ん
修
行
 

川
辺
小
 
六
年
 
Ｒ
・Ａ

 

今
日
は
初
め

て
体
験
す
る
こ
ぼ

ん
さ
ん
修
行
に
行
き

ま
し
た
。
一
番
最
初
に
め

い
そ
う
を
し
ま
し
た
。
始
め

て

し
た

の
で
ど

ん
な

事
を

す
る
の
か
分

か
ら

な
か
っ
た

の

で
と

て
も

き
ん

ち
ょ
う

し
ま

し
た

。
け
ど

そ
れ

ぞ
れ

の

役
割

が
あ

っ
て
楽

し
か
っ
た

で
す

。
私

は
お

花
で
し

た
。

こ
の
め

い
そ
う
で
、
ふ
だ

ん
考

え
た

り
、
思

っ
た

り
し

な

い
こ
と

が
分

か
っ
た

り
し

て
と

て
も

す
ご

い
な

と
思

い

ま
し
た
 

二
番

目
は

と
う
ろ
う
作

り
を

し
ま

し
た

。
と

う
ろ
う

作
り
は
板

の
長

さ
を

は
か
っ
た
り
、
切

っ
た
り
し
て
い
る

と
き

は
簡

単
だ

っ
た

け
れ

ど
、
組

み
立

て
の
時

は
す

ご

く
む
ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
 

ご
飯

で
一

番
お

い
し
か
っ
た
料

理
は
ち

ら
し
ず

し
と

カ
レ
ー

ラ
イ
ス

で
す

。
他

に
も

デ
ザ

ー
ト

が
出

た
り

も

し
ま

し
た

。
サ

イ
ダ

ー
に
つ
け
た

ト
マ
ト

や
ス

イ
カ
や

パ
イ
ナ

ッ
プ

ル
は

少
し

だ
け
苦

手
だ

っ
た

け
ど

の
こ
さ

ず
最
後
ま
で
が
ん
ば
っ
て
食
べ
ま
し
た
。
 

今
日

一
番

楽
し

か
っ
た

こ
と

は
花

火
で
す

。
花

火
は

入
浴

す
る
前

に
し

ま
し

た
。
い
ろ
ん

な
種

類
の
花

火
を

で
き

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
 

写
仏

も
楽

し
か
っ
た

で
す

。
私

は
絵

を
か
い
た

り
す

る
こ
と

が
好
き

な
の
で
良
か
っ
た
で
す
。
 

最
後

の
日

は
み

ん
な

と
も
っ
と

仲
良

く
で
き

た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。
 

～
・～

・～
・～

・～
・～

・～
・～

・～
・～

・～
・～

・～
・～

・ 

施
餓

鬼
法

会
勤

修
施

餓
鬼

法
会

勤
修

施
餓

鬼
法

会
勤

修
施

餓
鬼

法
会

勤
修

    
八

月
十

七
日

八
月

十
七

日
八

月
十

七
日

八
月

十
七

日
    

猛
暑

の
中

、
多

く
の
檀

信
徒

さ
ま

の
お

参
り

を
い
た

だ
き

、
東

日
本

大
震

災
物

故
者

諸
精

霊
を

始
め

、
阪

神

淡
路

大
震

災
被

災
者

、
戦

没
諸

英
霊

、
各

家
先

祖
、
有

縁

無
縁
三
界
万
霊
の
ご
供
養
を
致
し
ま
し
た
。
 

法
話
は
、
副
住
職
修

行
の
同
期
で
も
あ

る
、
本
山
布
教
師

本
山
布
教
師

本
山
布
教
師

本
山
布
教
師

真
照
院
御
尊
住

真
照
院
御
尊
住

真
照
院
御
尊
住

真
照
院
御
尊
住
    
臼
井
祐
真
僧
正

臼
井
祐
真
僧
正

臼
井
祐
真
僧
正

臼
井
祐
真
僧
正

を
山

口
県

よ
り
お

招

き
し

、
「
お

寺
へ
行

こ
う

」
と

題
し

お
話

頂
き

ま
し

た
。
 

よ
り
身

近
な

仏
壇

を
見

直
し
、
綺

麗
に
掃

除
を

心
掛

け

る
こ
と

で
仏

さ
ま

、
ご

先
祖

さ
ま

に
し
っ
か
り
守

っ
て
い

た
だ
け
る
と

分
か
り
や

す
く
説
明
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 

 

西
国
三
十
三

西
国
三
十
三

西
国
三
十
三

西
国
三
十
三
観
音

観
音

観
音

観
音
・・ ・・ 十

八
本
山
参
拝

十
八
本
山
参
拝

十
八
本
山
参
拝

十
八
本
山
参
拝

    十
月

十
月

十
月

十
月
二
日

二
日

二
日

二
日
～～ ～～
四
日

四
日

四
日

四
日
    

高
野
山
奥
の
院
へ
お
礼
参
り
、
大
伽
藍
金
堂
に
て
結

縁
潅
頂
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
和
歌
山
、
大
阪
方
面

の
観
音
霊
場
を
参
加
者
十
九
名
で
お
参
り
し
ま
し
た
。
 

 

結
縁
灌
頂

結
縁
灌
頂

結
縁
灌
頂

結
縁
灌
頂
のの のの
儀
式

儀
式

儀
式

儀
式
をを をを
振振 振振
りり りり
返返 返返
っ
て

っ
て

っ
て

っ
て
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｊ
・Ｆ

 
七
十
八
才
 
男
性
 

十
月

に
し

て
は
寒

い
日

で
し

た
が

、
同
じ

く
灌

頂
を

受
け
よ

う
と
集
う
人
々
が
大
伽
藍
金
堂
の
廊
下
に
百
人

ほ
ど

。
並

ん
で
順

番
を
待

つ
間

、
僧
侶

の
指
示

に
よ

り

「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」
と

お
唱
え
し
て
お
り
ま
し
た
。
 

そ
の
間

、
三

十
分

く
ら

い
で
し
ょ
う
か
。
堂

内
か
ら
聞

こ

え
て
く
る
の
は
真
言
「
お
ん
さ
ん
ま
や

さ
と

ば
ん
」
と
只

そ
れ
だ
け
で
、
中
で
何
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
知
る
由
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

 
漸
く
僧
侶
が
堂
内

へ
案
内
し
て
く
だ
さ
り
、
阿
闍
梨
さ

ま
の
前

に
座

り
、
先

ず
戒

を
授

か
り
暗
闇

の
奥

へ
と
導

か
れ
ま

し
た
。
暫

く
御
宝
号

を
唱

え
待

っ
て
い
る
と

、
さ

ら
に
目
隠

し
を

さ
れ

、
い
よ

い
よ
何

も
見

え
な

い
闇

の

中
、
僧
侶
に
指
先
を
少
し
持
た
れ
て
先
導
さ
れ
ま
し
た
。

恐
る
恐
る
摺
り
足
で
「
お
ん
さ
ん
ま
や

さ
と

ば
ん
」
の
真

言
を
唱
え
れ
ば
、
雑
念
も
払
わ
れ
、
次
に
目
隠
し
を
解
か

れ
目

を
開

き
ま

す
と

、
今

ま
で
見

た
こ
と

も
な

い
曼
荼

羅
世

界
。
そ
し

て
上

を
見
上

げ
る
と
美

し
い
天
蓋

が
あ

り
、
こ
れ
が
極
楽
浄
土
か
と

思
い
ま
し
た
。
 

更
に
奥
に
進
む
と

最
後
の
儀
式
。
「
阿
闍
梨
さ
ま
の
前
で

御
仏

の
ご

縁
が

結
ば

れ
ま

し
た

。
」
と
僧
侶

か
ら
声

を

掛
け
ら

れ
、
前

を
見

ま
す

と
ロ
ウ
ソ
ク
の
火

だ
け
の
薄

明
か
り

の
中

で
自

身
が
映

っ
た
鏡

を
見
せ

ら
れ

、
阿
闍

梨
さ

ま
か
ら

「
こ
の
お
顔

は
あ

な
た

が
仏

に
な

っ
た

と

き
の
顔
で
す
。
」
と
教
え
ら
れ
て
ハ
ッ
と
驚
き

ま
し
た
。
 

儀
式

も
終
わ

り
阿
遮
梨

さ
ま

を
始

め
、
多

く
の
人
々
と

の
出
会
い
。
こ
れ
が
一
期
一
会
か
と

思
わ
れ
、
ま
た
仏
さ

ま
と

の
ご
縁
を
い
た
だ
き
貴
重
な

一
刻
を
体
験
で
き

ま

し
た
こ
と

、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

結結 結結
縁
灌
頂

縁
灌
頂

縁
灌
頂

縁
灌
頂
とと とと
はは はは
？？ ？？
    

お
大
師
さ
ま
の
時
代
か
ら
現
代

ま
で
伝
わ
る
大

法
で

貴
重

な
儀
式

の
ひ
と

つ
で
す

。
高

野
山

で
は
年
２
回

、
五

月
（
胎
蔵
界
）と

十
月
（
金
剛
界
）に
開

壇
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
言

で
申

し
ま

す
と

「「 「「
仏仏 仏仏
さ
ま
と

さ
ま
と

さ
ま
と

さ
ま
と

自
分

自
分

自
分

自
分
と

の
ご

と
の
ご

と
の
ご

と
の
ご
縁縁 縁縁
をを をを
堅堅 堅堅

くく くく
結結 結結
び
つ
け
る

び
つ
け
る

び
つ
け
る

び
つ
け
る
儀
式

儀
式

儀
式

儀
式

」
で
す

。
そ
の
内
容

は
多

く
を
語

る

こ
と

を
許

さ
れ
ず

、
た
と

え
聞

い
た
と

し
て
も
、
そ
の
感

動
は
体
験
し
た
者
で
な

い
と

分
か
ら
な

い
で
し
ょ
う
。
 

し
か
し

、
こ
の
よ

う
に
想
像

し
て
い
た

だ
く

と
少

し

理
解

で
き

る
か
と

思
い
ま

す
。
暗

い
部
屋

の
中

で
目

を

閉
じ

る
と
不
安

、
恐

れ
を
感
じ

、
ま

た
自

身
を
強

く
意

識
す

る
と

思
い
ま

す
。
そ
し

て
明

る
い
所

で
目

を
開

く

と
、
目

に
映

る
も
の
が
一
層

、
色
鮮

や
か
に
見

え
る
で
し

ょ
う

。
こ
れ

は
私

た
ち

が
母

体
に
い
る

時
の
感
覚

と
似

て
い
て
、
暗
闇

か
ら
産

道
を
通

り
抜

け
て
生

ま
れ

た
瞬

間
の
光

を
表
現

し
て
い
る

と
言

え
ま

す
。
そ
し

て
生

ま

れ
変
わ

っ
た

無
垢

の
心

に
仏

縁
を

結
ん

で
も

ら
っ
て
い

る
の
で
す
。
 

 

◆
お

寺
の
行

事
に
参

加
し
て
み

た
感

想
、
ご

要
望

を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
今

後
の
参

考
と

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す

。
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回回 回回
    
観

月
会

観
月

会
観

月
会

観
月

会
    

十
月

十
二

日
十

月
十

二
日

十
月

十
二

日
十

月
十

二
日

（（ （（
水水 水水

）） ））     

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
に
お
越
し
頂
き

、
お
抹

茶
の
お
接
待

や
大
正
琴

の
演
奏

、
P
ia
n
o
 
T
rio
（
ピ
ア
ノ

ト
リ
オ
）
に
よ

る
バ
イ
オ
リ
ン
、
チ
ェ
ロ
、
ピ
ア
ノ
の
コ
ン

サ
ー

ト
、
そ
し

て
多
数

の
趣
味

の
作
品
等

の
展
示

を
い

た
だ

き
、
満

月
の
月

明
か
り
以
上

に
皆

さ
ま

か
ら
エ
ネ

ル
ギ

ー
を
貰
っ
た
気
が
致
し
ま
し
た
。
 

今
回

も
お
接
待

の
品

の
準
備

や
当

日
の
お

手
伝

い
、
作

品
展
示

に
ご
協
力

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
心

か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
来
年
も
ま
た
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

    

写
経

奉
納

表
彰

者
（

敬
称

略
）

 

※
百

巻
毎

に
記

念
品

を
贈

呈
し

て
い

ま
す

。
 

六六
百百

巻巻
達達

成成
  

川
田

正
幸

（
六

一
二

巻
）

  

五五
百百

巻巻
達達

成成
  

淺
沼

道
子

（
五

一
一

巻
）

  

一一
百百

巻巻
達達

成成
  

山
﨑

道
雄

（
一

〇
三

巻
）

 

森
宗

美
知

子
（

一
〇

〇
巻

）
 

右
、

平
成

二
十

三
年

十
一

月
末

ま
で

 

本
堂

幢
幡

及
び

天
蓋

新
調

 

現
住

職
入

寺
の

際
、

出
処

で
あ

る
倉

敷
片

島
町

の
法

厳
寺

よ
り

古
い

幢
幡

と
天

蓋
を

頂
き

、
以

来
堂

内
に

安

置
し

て
お

り
ま

し
た

が
、

老
朽

化
が

激
し

く
、

人
が

通

る
た

び
に

朽
ち

た
端

切
れ

が
ハ

ラ
ハ

ラ
と

落
ち

て
い

ま
し

た
。

今
年

が
写

経
三

十
周

年
の

節
目

の
年

で
も

あ

り
、

写
経

の
浄

財
を

当
て

新
調

す
る

こ
と

を
発

願
致

し

ま
し

た
。

年
が

明
け

て
本

堂
に

安
置

す
る

予
定

で
す

。
 

      
 

身
近

な
神

仏
（

そ
の

二
）
 

烏
枢
沙
摩
明
王

烏
枢
沙
摩
明
王

烏
枢
沙
摩
明
王

烏
枢
沙
摩
明
王

（（ （（ う
す
さ
ま
み
ょ
う
お
う

う
す
さ
ま
み
ょ
う
お
う

う
す
さ
ま
み
ょ
う
お
う

う
す
さ
ま
み
ょ
う
お
う
）） ））     

去
年

、
『
ト

イ
レ
の
神

さ
ま
』
と

い
う
歌

が
流

行
り

ま

し
た
が
、
ト
イ
レ
の
仏

さ
ま

と
し
て
知

ら
れ
る
の
が
、
こ

の
ウ

ス
サ

マ
明
王

で
す
。
憤
怒
形
の
お
姿
で
、
よ

く
御
札

が
ト

イ
レ
の
壁

な
ど

に
貼

ら
れ

て
い
る
の
を

見
か
け
ま

す
。
こ
の
仏

さ
ま

が
不
浄

を
除

く
こ
と

を
本
誓
（
ね

が

い
）
と

さ
れ
て
い
る
か
ら

で
す

。
清
潔

な
ト
イ
レ
は
気
持

ち
が

よ
い
も

の
で
す

。
ま

た
難
産

を
救

う
仏

と
し

て
も

霊
験
あ

ら
た
か
で
す
。
（
お
寺
に
御
札
ご
ざ
い
ま
す
。
） 

御
真
言
    
オ
ン

オ
ン

オ
ン

オ
ン
    
ク
ロ
ダ
ノ
ウ

ク
ロ
ダ
ノ
ウ

ク
ロ
ダ
ノ
ウ

ク
ロ
ダ
ノ
ウ
    
ウ
ン

ウ
ン

ウ
ン

ウ
ン
    
ジ
ャ
ク

ジ
ャ
ク

ジ
ャ
ク

ジ
ャ
ク
    

              

神
仏

神
仏

神
仏

神
仏

の
つ

な
が

り
の

つ
な

が
り

の
つ

な
が

り
の

つ
な

が
り
    

明
治

の
神

仏
分

離
令

に
よ

っ
て
殆

ど
の
社

寺
で
一

緒
に
お

祭
り
し

て
い
た

神
仏

が
分

け
ら

れ
て
し

ま
い
ま

し
た

が
、今

な

お
、社

寺
を

お
参

り
し

て
い
る

と
、時

々
お

寺
の
中

に
鳥

居
が

あ
っ
た

り
、神

社
の
中

に
仏

さ
ま

が
祀

ら
れ

て
い
る

と
こ
ろ

が

あ
っ
た

り
し

ま
す

。
こ
れ

は
平

安
末

期
の
神

仏
習

合
の
な

ご
り

で
「
本

地
垂

迹
説

」に
よ

る
も
の
で
す

。
 

日
本

の
神

々
は

衆
生

を
救

済
す

る
た

め
に
こ
の
世

に
現

れ

た
仮

の
姿

（垂
迹

）で
、本

来
は

仏
さ
ま

で
あ

る
（本

地
）と

い
う

考
え
で
す

。
例

を
挙

げ
る
と

、 

天
照

皇
大

神
＝
大
日

如
来

、観
音

菩
薩

 

出
雲

大
社

＝
勢

至
菩

薩
 

八
幡

神
 
＝
阿

弥
陀
如

来
 

三
宝

荒
神

＝
愛

染
明

王
、大

日
如

来
 

春
日

大
社

＝
不

空
羂

索
観

音
、釈

迦
如

来
 

厳
島

神
社

＝
十

一
面

観
音
 
 
 
 
 
 
 

な
ど

さ
ま

ざ
ま

で
す

。
人

間
と

同
じ

「
六

道
輪

廻
」
の

現
世

に
い

る
の
が

神
さ

ま

で
す

か
ら

、
欲

も
あ

り
、
寿

命
も

あ
り

ま
す

。
速

や
か

に
願

い
を

聞
き

、ご
利

益
を

与
え

て
く

れ
る

一
方

、そ
の
性

格

に
よ

っ
て
は
厳

し
い
罰

を
与

え
る
神

さ
ま

も
い
る
の
で
、一

層
、

崇
め

、奉
る

こ
と

が
要

求
さ

れ
ま

す
。
お

祭
り
を

盛
大

に
賑

や

か
に
す

る
の
は

願
い
を

叶
え

て
く

れ
る

神
々

に
感

謝
の
気

持

ち
で
も
て
な

し
喜

ば
せ
る
た
め

に
行

う
の
で
す

。
 

そ
の
他

、国
家

安
泰

、仏
法

擁
護

の
神

と
し

て
四

天
王

と
か

仁
王

な
ど

の
仏

さ
ま

に
近

い
性

格
で
欲

を
離

れ
た

神
さ

ま
は

山
門

や
本

堂
の
中

に
祀

ら
れ
て
い
ま

す
し
、お

寺
の
鎮

守
と

し

て
境

内
に
お

祀
り
し
て
い
る
神

さ
ま

も
お

ら
れ
ま

す
。
 

神
仏

の
融

合
に
よ

っ
て
こ
そ
そ
の
光

明
が

増
し

ま
す

。
ま

た

神
社

を
お

参
り

の
際

、「
二

礼
、
二

拍
掌

、
一

礼
」
が

一
般

的
で

す
が
、「

四
礼

、四
拍

掌
、一

礼
」の

方
が
丁

寧
な

よ
う
で
す

。
 

 
近

く
の
神

社
や

お
寺

の
ル
ー

ツ
を

辿
っ
て
み

る
の
も

い
ろ

い

ろ
な

発
見

が
あ

り
、興

味
深

い
も
の
で
す

。
 

西
国
三
十
三
観
音
霊
場
巡
拝

西
国
三
十
三
観
音
霊
場
巡
拝

西
国
三
十
三
観
音
霊
場
巡
拝

西
国
三
十
三
観
音
霊
場
巡
拝
とと とと
    

十
八

本
山

参
十

八
本

山
参

十
八

本
山

参
十

八
本

山
参

り
の

ご
り

の
ご

り
の

ご
り

の
ご

案
内

案
内

案
内

案
内
    

平
成
二
十
四
年
四
月
四
日

平
成
二
十
四
年
四
月
四
日

平
成
二
十
四
年
四
月
四
日

平
成
二
十
四
年
四
月
四
日
（（ （（ 水水 水水

）～）～ ）～
）～

六
日

六
日

六
日

六
日
（（ （（ 金金 金金

）） ））     

今
回

は
近
畿
地

方
の
古

寺
仏
閣

を
巡

り
ま

す
。
西
国

は
観
光

名
所
も
多

く
、
桜

の
季
節
で
も
あ

り
ま

す
の
で
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※※ ※※
日

程
並

日
程

並
日

程
並

日
程

並
び

に
び

に
び

に
び

に
申

込
書

申
込

書
申

込
書

申
込

書
はは はは

後
日

後
日

後
日

後
日

おお おお
配配 配配

りり りり
致致 致致

し
ま

す
し

ま
す

し
ま

す
し

ま
す

。。 。。
    

森
泉

寺
総

代
紹

介
森

泉
寺

総
代

紹
介

森
泉

寺
総

代
紹

介
森

泉
寺

総
代

紹
介

（（ （（
○○ ○○

内内 内内
はは はは

就
任

年
数

就
任

年
数

就
任

年
数

就
任

年
数

）） ））
    

任
期
五
年

任
期
五
年

任
期
五
年

任
期
五
年
(( ((
平
成
二
十
三
年

平
成
二
十
三
年

平
成
二
十
三
年

平
成
二
十
三
年
～～ ～～
平
成
二
十
八
年

平
成
二
十
八
年

平
成
二
十
八
年

平
成
二
十
八
年
)) ))
    

総
代

長
 

 
堀

口
昌

行
⑳

 

責
任

役
員

 
 

澁
江

頼
生

⑥
 

山
﨑

道
雄

⑦
 

 

松
田

道
夫

⑰
 

総
代
 

 

辻
 

田
 

 
笹

岡
正

弘
⑪

 
 

堀
口

節
雄

⑩
 

 

髙
杉

 
正

⑥
 

 
髙

杉
則

夫
⑤

 
 

阿
部

益
久

④
 

 
佐

野
 

悟
②

 
 

佐
野

孝
一

①
 

 
髙

杉
信

夫
①

 
 

 
 

 

岡
 

田
 

 
三

宅
 

博
⑬

 
 

岡
田

仁
志

⑥
 

 

香
川

 
馨

①
 

下
 

原
 

 
渋

谷
 

巧
⑦

 
 

浅
沼

計
臣

⑤
 

川
田

正
幸

⑤
 

 
川

田
一

馬
①

 
 

枝
松

 
伸

①
 

砂
 

古
 

 
浅

沼
勝

己
①

 
 

八
 

代
 

 
羽

井
佐

友
海

①
 

 
 

以
上

、
二

十
二

名
 

         

◆
毎

月
の
観

音
会

で
生

花
を

御
供

え
く
だ
さ
る
方

、
下

座
行

（
奉

仕
作

業
）し

て
く
だ
さ
る
方

、
い
つ
も
有

難
う
ご

ざ
い
ま

す
。
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観
音
会

観
音
会

観
音
会

観
音
会
    
毎
月
十
八
日

毎
月
十
八
日

毎
月
十
八
日

毎
月
十
八
日
    
朝
八
時

朝
八
時

朝
八
時

朝
八
時
よ
り

よ
り

よ
り

よ
り
    

観
音

さ
ま

の
ご

縁
日

。
朝

の
お
勤

め
に
参

加
し

て
み

ま
せ
ん

か
？
普
段

は
本

堂
の
外

か
ら

し
か
お

参
り
で
き

ま
せ
ん

が
、
こ
の
日

は
堂

内
に
上

が
っ
て
い
た

だ
き

、
観

音
さ
ま

の
お
姿

を
前

に
三

、
四

十
分

の
お
勤

め
を

し
た

後
に
法
話
を
し
て
い
ま
す
。
 

 
そ
の
後

、
時
間
に
余
裕
の
あ

る
方
に
は
下
座
行

と
し
て

境
内
の
掃
除
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
 

墓
地

墓
地

墓
地

墓
地
おお おお
参参 参参
りり りり
用
具
小
屋
完
成

用
具
小
屋
完
成

用
具
小
屋
完
成

用
具
小
屋
完
成
    

森
泉

寺
裏
墓
地

の
東
側

の
小
屋

が
古

く
な

り
、
屋
根

に
穴

が
空

い
た

り
、
柱

が
朽

ち
た

り
し

て
い
ま

し
た

の

で
、
八

月
末

に
改
築

致
し

ま
し

た
。
暑

い
最

中
、
工

事
に

尽
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
総
代
の
皆

さ
ま
に
感
謝
申

し
上

げ
ま
す
。
道
具
類
も
お
寺
で
揃
え
ま
し
た
の
で
以
後
、
ご

自
由
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
（
西
側
小
屋
も
同
様
） 

※
基

本
的

に
個
人

の
道
具

は
置

か
な

い
よ

う
に
お
願

い

し
ま
す
。
但
し
、
お

参
り
で
他
の
方
に
使
わ
れ
て
も
構

わ
な

い
方
は
置
い
て
も
ら
っ
て
結
構
で
す
。
 

        ◎◎ ◎◎
墓
地
西
側

墓
地
西
側

墓
地
西
側

墓
地
西
側
のの のの
焼
却
場

焼
却
場

焼
却
場

焼
却
場
のの のの
利
用

利
用

利
用

利
用
マ
ナ
ー
の
お

マ
ナ
ー
の
お

マ
ナ
ー
の
お

マ
ナ
ー
の
お
願願 願願
いい いい
    

以
前
か
ら
新
聞
、
看

板
な

ど
で
掲
示
し
て
い
ま
す
が
、

燃
や
せ
な

い
ゴ
ミ

は
捨
て
な

い
で
く
だ
さ
い
。
 

プ
ラ

プ
ラ

プ
ラ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ス
チ
ッ
ク

ス
チ
ッ
ク

ス
チ
ッ
ク
、、 、、 ビ

ニ
ー
ル

ビ
ニ
ー
ル

ビ
ニ
ー
ル

ビ
ニ
ー
ル
、、 、、 ペ

ッ
ト
ボ

ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、、 、、 缶缶 缶缶

、、 、、 ビ
ン

ビ
ン

ビ
ン

ビ
ン
、、 、、

陶
器
類

陶
器
類

陶
器
類

陶
器
類
、、 、、 おお おお

花花 花花
やや やや
御
供
物

御
供
物

御
供
物

御
供
物
をを をを
包包 包包
ん
で
い
る
ビ
ニ
ー
ル

ん
で
い
る
ビ
ニ
ー
ル

ん
で
い
る
ビ
ニ
ー
ル

ん
で
い
る
ビ
ニ
ー
ル
等等 等等
も

各
自
で
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
 

山
内
の
環
境
保
全
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

仏
教

仏
教

仏
教

仏
教
の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば

の
こ
と
ば
（（ （（ 一一 一一

）） ））     

お
山
開
き

が
行
わ
れ
る
行
場
で
は
金
剛
杖
を
片
手
に
修
行
者
が

「「 「「
六
根
清
浄

六
根
清
浄

六
根
清
浄

六
根
清
浄
おお おお
山山 山山
はは はは
快
晴

快
晴

快
晴

快
晴
」」 」」
と

唱
え
な

が
ら

登
っ
て
い
く
姿

が
み

ら
れ

ま
す

。
六

根
と

は
肉

体
を

表
わ

す
言

葉
で
、
般

若
心

経
に

も
出
て
き

ま
す
「「 「「
眼
耳
鼻
舌
身
意

眼
耳
鼻
舌
身
意

眼
耳
鼻
舌
身
意

眼
耳
鼻
舌
身
意
」」 」」
指
し
、
「
意
」
を
除

く
と

人
間

の
五

感
「
視

覚
、
聴

覚
、
臭

覚
、
味

覚
、
触

覚
」
を

生
じ
る
五

官
と

重
な

り
ま

す
。
こ
の
五

官
と

い
う
の
は
仏

教
の
「
五

根
」
か
ら

出

た
も
の
で
、
こ
れ
に
「
意
」
が
加
わ
り
「
六
根
」
と
な

り
ま
す
。
 

山
登

り
の
時

に
こ
の
言

葉
が
用

い
ら

れ
る
の
は

、
自

然
と

い
う

修
行

の
場

に
身

を
投

じ
る
こ
と

で
身

体
、
心

が
清

め
ら

れ
る
と

考
え
ら

れ
た
か
ら

で
す

。
大

自
然

の
中

か
ら

生
じ
た
自

身
も
自

然
体
に
帰
っ
て
い
く
と
い
う
意
味
も
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
し
て
、
こ
の
「「 「「
ろ
っ
こ
ん
し
ょ
う
じ
ょ
う

ろ
っ
こ
ん
し
ょ
う
じ
ょ
う

ろ
っ
こ
ん
し
ょ
う
じ
ょ
う

ろ
っ
こ
ん
し
ょ
う
じ
ょ
う
」」 」」
と

い
う
こ
と

ば
が
少

し
ず

つ
訛

り
、
立

ち
上

が
る
と

き
に
不

意
に
出

る
「「 「「
ど
っ
こ
い
し

ど
っ
こ
い
し

ど
っ
こ
い
し

ど
っ
こ
い
し

ょょ ょょ
」」 」」な

っ
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
 

意
外
な

と
こ
ろ
に
も
仏

教
用
語
か
ら
く
る
こ
と

ば
が
隠

れ
て
い

る
よ

う
で
す
。
 

◆◆ ◆◆
おお おお

香香 香香
のの のの

功
徳

功
徳

功
徳

功
徳

・・ ・・
効

能
効

能
効

能
効

能
◆◆ ◆◆
    

お
香

は
仏

さ
ま

へ
の
最

上
の
供

養
で
す

。
自

身
を

た
ゆ

ま
ず

燃

や
し
続

け
、
良

い
香

り
を

放
つ
こ
と

か
ら

「
精

進
」
の
徳

を
表

し

ま
す
。
さ
ら
に
「
香
十
徳
」
が
あ

り
、
以
下
の
効
能
が
あ

り
ま
す
。
 

 
一
、
感
覚
が
鬼
神
の
如
く
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
    

 
二
、
心
身
を
清
く
浄
化
す
る
 

 
三
、
け
が
れ
を
と

り
除
く
 

 
四
、
よ

く
眠
気
を
覚
ま
す
 

 
五
、
孤
独
感
を
拭
う
 

 
六
、
忙
し
い
と

き
も
和
ま
せ
る
 

 
七
、
多
く
あ

っ
て
も
邪
魔
に
な

ら
な

い
 

 
八
、
少
な

く
て
も
十
分
香
り
を
放
つ
 

 
九
、
長
い
間
保
存
し
て
も
朽
ち

な
い
 

 
十
、
常
用
し
て
も
無
害
 

日
々
の
生

活
の
中

で
、
良良 良良
いい いい
香香 香香
り
の
す
る
お

り
の
す
る
お

り
の
す
る
お

り
の
す
る
お
香香 香香
を

焚
く
。
そ
ん
な

心
の
ゆ
と

り
を
持
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
 

心心 心心
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
贈贈 贈贈
りり りり
物物 物物
    
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
ⅡⅡ ⅡⅡ
    

         柴
田
ト
ヨ
さ
ん
は
息
子
さ
ん
の
勧
め

で
九
十
二
歳
か
ら
詩
を
作

り
始

め
、
平

成
二

十
二

年
に
白

寿
の
記

念
に
書

き
た
め

た
詩

を

ま
と

め
た
「
く
じ
け
な

い
で
」
は
百
五
十
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
日

常
を

綴
っ
た
詩
は
現
実

を

受
け
止

め
な

が
ら

も
ど

こ
か
温

か
く
、
励

ま
さ
れ
る
よ

う
な

作

品
ば
か
り
で
す
。
そ
の
中
か
ら
ひ
と

つ
だ
け
紹
介
し
ま
す
。
 

 

貯
金
 

 

私
ね
 
人
か
ら
 

や
さ
し
さ
を
貰
っ
た
ら
 

心
に
貯
金
を
し
て
お
く
の
 

 

さ
び
し
く
な
っ
た
時
は
 

そ
れ
を
引
き
出
し
て
 

元
気
に
な
る
 

 

あ
な
た
も
 
今
か
ら
 

積
ん
で
お
き
な
さ
い
 

年
金
よ
り
 

い
い
わ
よ
 

 百
歳
に
な

っ
た
記
念
に
出
版
さ
れ
た
「
百
歳
」
も
四
十
万
部
以
上

の
人
気
で
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
本
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

平
成

二
十

四
年

度
年

忌
表

 

一
周

忌
 

 
 

平
成

二
十

三
年

亡
 

三
回

忌
 

 
 

平
成

二
十

二
年

亡
 

七
回

忌
 

 
 

平
成

十
八

年
亡

 

十
三

回
忌

 
 

 
平

成
十

 
二

年
亡

 

二
十

三
回

忌
 

 
 

平
成

 
二

 
年

亡
 

二
十

五
回

忌
 

 
 

昭
和

六
十

三
年

亡
 

三
十

三
回

忌
 

 
 

昭
和

五
十

五
年

亡
 

三
十

七
回

忌
 

 
 

昭
和

五
十

一
年

亡
 

五
十

回
忌

 
 

 
昭

和
三

十
八

年
亡

 

七
十

回
忌

 
 

 
昭

和
十

 
八

年
亡

 

百
回

忌
 

 
 

大
正

 
二

 
年

亡
 

右
表
を
ご
参
照
の
上
、
年
忌
法
事
を
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
土
日
、
祝
日
ご
希
望
の

方
は
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。
 

辰
年

生
ま

れ
の

守
り

本
尊

 

普
賢

菩
薩

 
喝

似
嵯

左
毟

お

ん

さ

ん

ま

や

さ

と

ば

ん

 

普
賢
は
文
殊
と
共
に
釈
迦
如
来
の
脇
侍
と

し
て
知

ら
れ
、
智
慧
、
慈
悲
を
つ
か
さ
ど

り
堅
固
な
菩
提
心

を
持
ち

、
そ
の
御
利
益
は
罪
障
や
悪
因
縁
消
滅
に
あ

る
。
ま
た
、
女
人
往
生
も
説
き

、
広
く
信
仰
を
集
め

る
仏
で
あ

る
。
 

 

《
御

 
礼

》
 
森

泉
寺

境
内

お
よ

び
周

辺
の
掃

除
、
美

化
に
ご

奉
仕

く
だ
さ
っ
て
い
る
方

々
に
い
つ
も
有

難
う
ご

ざ
い
ま

す
。
 


